


















































































め、災害対策委員よりマニュアル改訂班として医師 2 名、薬剤師 1













リハビリテーション部 3）、検査部 4）、看護部 5）、放射線科部 6）、





大 1,2）、高本　浩路 3）、安部　史生 4）、
　坂根　千絵 5）、石川　広子 5）、菊川　佳代 5）、中田　正明 6）、
　上江　孝典 6）、小川　宗久 6）、山岸　雄幸 6）、堀部　正記 7）、
　安部　雅之 8）、小澤　修一 9）
当院は平成 7 年の阪神淡路大震災の教訓をもとに、災害医療に重点
を置く目的で兵庫県が新設する兵庫県災害医療センターの後方支援
病院として平成 15 年に設立された。設立時より兵庫県災害医療セ
ンターとともに、兵庫県の基幹災害拠点病院に指定されている。設
立時より災害時のマニュアルは整備されていたものの、それぞれの
施設ごとに定められたものであった。その後、但馬地方洪水災害、
2 度にわたる新潟県での地震災害、JR 福知山線脱線事故、そして
平成 23 年の東日本大震災と甚大な被害を及ぼす災害が発生する度
に、災害医療に対する考え方も刷新されてきたように思われる。そ
れに伴い経営母体は異なるが同一敷地内に存在し、平時の診療も協
力体制で行われているこの 2 施設それぞれにマニュアルがあること
が問題であると考え、平成 24 年度に災害時合同対応マニュアルの
改訂作業に着手し、平成 25 年度に両施設の承認を得て稼働させる
こととなった。改訂に当たり留意したことは、施設名、役職を明記
し役割分担を明確化することである。災害の種類は多種多様にわた
るため、それぞれのマニュアルを作成すべきだが、職員全員がそれ
らを把握するのは困難であると考え、平日昼間、ライフラインはす
べて正常に稼動する状況下で多数傷病者が来院するという想定でマ
ニュアルを改訂した。改訂後に行った机上訓練、実働訓練での反省
も含め発表する。
